申請書類を横に置いて、照らし合わせながら読んで下さい。令和3年度より押印省略による様式となりましたので、直筆により作成をお願いいたします。
＜戸別浄化槽設置申請書＞記入方法

「年月日、住所、氏名、電話番号」
前年度中の事前提出は４月３日と記入します。
（休日の場合は、翌日以降の平日の日付）
当年度４月３日以降は提出日を記入します。（受付は４月３日以降。）
住所、氏名、電話番号を記入し、押印します。
「１設置場所」
地積図で確認した正確な番地 を記入します。

（地積図は添付書類①として必要となります。詳しくは後で説明。）

　　

「２建築等の区分」　

・新築で浄化槽を設置する・・・「１新築」に○
　　・浄化槽を設置する時に増築がある・・・「２増築」に○
・浄化槽を設置するだけ・・・「３改築」に○

　　＊取り壊して家屋が小さくなる場合は「３改築」となります。

「３建築物の用途」

　　・住宅だけ・・・「１専用住宅」に○

　　・店舗や事務所が住宅とつながっている・・・「２併用住宅」に○

　　・集会所の場合「３他」に○

　　＊これら３つに該当しない場合、補助の対象外となる場合があります。
「４浄化槽の人槽」
　　住宅形態で決定されます。

・住宅が１６０㎡（約５０坪）未満・・・５人槽　「５」と、
・住宅が１６０㎡（約５０坪）以上・・・７人槽　「７」と、
・二世帯住宅（面積に関係なく）・・・１０人槽　「10」と記入します。

上記以外の理由によっても、人槽が変更になる場合があります。
「５設置希望日」
　　希望がある場合記入します。なければ記入しなくてかまいません。
「６放流先」
　　浄化槽から出た処理水が まず始めに流れる場所 に○（マル）を付けます。
添付書類①＜地籍図に設置場所及び放流先を表示したもの＞記入方法

このページそのものが見本となっています。

1． 町民生活課で、（手数料、印鑑が必要です。Ａ４版１枚２００円。）

2． 浄化槽設置場所を中心に、Ａ４サイズで地積図のコピーを取得します。（縮尺は１／５００で。）
3． その地積図に、設置場所を赤色線で囲み、

4． 放流経路を青色線で示し、放流先を記入します。

添付書類②＜住宅等図面＞記入方法

建築時の正確な図面がある場合、そのコピー（写し）を提出して下さい。

図面がない場合は以下に習って作成して下さい。
注意事項

・２階や離れの図面も作成して下さい。

・部屋の用途と広さを記入して下さい。

・浴室、台所、便所、洗面、洗濯機等、水周りの名称は必ず記入して下さい。
・増改築する場合、その図面も提出して下さい。
・用紙の大きさは問いません。
・できるかぎりものさしなどを使って丁寧に作成して下さい。

・住宅平面図に配管図を必ず記載して下さい。
・延べ床面積の計算式を必ず入れて下さい。(小数点第4位まで)
・建物平面図・建物配置図・配管図と最低３枚に分けて下さい。
添付書類③＜土地使用貸借契約書＞記入方法

「貸付人」

土地所有者の氏名を記入します。土地所有者と事業申請者が異なる

場合、連名で記入します。

＊土地所有者がすでに死亡している場合（名義変更未処理等）、事業申請者

の氏名のみを記入します。（名義変更を後日必ず行って下さい。）

「所在地、地積」

　　地積図で確認した正確な所在地を記入します。地積は記入しなくて

かまいません。担当職員が調査のうえ、記入いたします。

「年月日（契約の期間）（契約日）」

　　事業申請書の年月日と同時となります。同じ年月日を記入します。

「甲住所、氏名」

　　「貸付人」と同じ氏名を記入します。連名の場合、それぞれ記入します。

　　住所もそれぞれ記入します。

＊町・申請者それぞれ保管するため同じ書類を２部作成します。

添付書類④＜誓約書＞記入方法

「年月日、住所、氏名」

　年月日は事業申請書と同時となります。同じ年月日を記入します。

事業申請書と同じ住所、氏名を記入し、押印します。

「１設置場所」

事業申請書に記入した設置場所と同じ番地 を記入します。

使用者には申請者氏名を記入します。

「３建築物の用途」

　　事業申請書で選択した建築物の用途（専用住宅、併用住宅、他の

いずれか）を記入します。

「５浄化槽の人槽」

　　事業申請書に記入した浄化槽の人槽と同じ人槽を記入します。

公共浄化槽等整備推進事業の流れ
①　申請者は申請書を役場（環境保全課）へ提出します。

　　　　　　　　　　↓　＜１週間以内＞
②　役場は申請箇所の現地調査を行います。

　　　　　　　　　　↓　＜１週間以内＞
③　役場は現地調査を基に計画書を作成します。

計画書を申請者に通知し、申請者の承諾を得ます。
申請者は、承諾の場合、承諾書を役場へ提出します。

承諾できない場合、役場に変更を求めることができます。

　　　　　　　　　　↓　＜承諾2週間後＞　
④　役場は随意契約により、工事業者を決定します。
　　（業者決定まで、申請後約１ヶ月かかるはこびとなります。）

　　　　　　　　　　↓　＜１週間程度＞

⑤　役場は決定した工事業者と協議を行い、工事書類を作成します。

　　役場は作成した書類を県に報告します。
　　　　　　　　　　↓　＜１週間以内＞
⑥　県から工事許可が役場に届きます。業者は工事を開始します。
　　（工事開始まで、契約後約２週間かかるはこびとなります。）
　　　　　　　　　　↓　＜3週間後＞
⑦　工事が完了します。

　　　　　　　　　　↓　＜１週間後＞

⑧　役場は検査を行います。また、分担金の額を決定します。

　　　　　　　　　　↓　＜１週間後＞

⑨　役場は工事完了及び分担金納入を申請者に通知します。

　　　　　　　　　　↓　＜１ヶ月以内＞

⑩　請者は分担金を納入します。
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